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はじめに 

 

 砂漠化・土地荒廃問題は、最も深刻な地環境問題の一つであり、乾燥地の農地の約70％に

及ぶ面積で土地荒廃が生じ、世界の人口の６分の１に影響を及ぼしている。また、その原因・

影響が多岐にわたり、世界の多くの乾燥地域、とくに発展途上国において、貧困や人口増加

と移動、土地利用等の人間活動と気候条件や繰り返して現れる厳しい干ばつとの相互関係な

ど、その解決には社会経済的および自然科学的な視点が欠かせない。 

 

 1996年12月27日発効した「砂漠化に対処するための国連条約」は、過去、多額の資金を投

じて行われたトップダウン方式の大規模プロジェクトがうまくいかなかった反省の上にた

ち、住民参加とNGOの役割を重視する「ボトムアップ・アプローチ」を基本戦略とした条約

であり、各国・各地域の行動計画の策定とその実施に際し国際的な支援を行っていくことを

骨格にしたものである。1998年12月現在、145ヶ国が批准している。 

 

 我が国は、1998年9月批准を行い、12月、同条約の139番目の締約国となった。これによっ

て我が国は、同条約の先進締約国として①行動計画の作成・実施等を資金的・技術的に支援、

②科学技術協力、③被影響国の能力形成、教育・啓発についての協力－を行っていく国際

的な義務が生じたことになる。 

 

 当財団は平成10年度、環境庁からの委託を受け、砂漠化対処の国際的な取り組みの現状把

握、砂漠化被影響国による行動計画の作成を技術的に支援いていく際の基礎資料を収集・整

理、国内の砂漠化防止研究の整理を行った。本報告書はこれらの調査結果をとりまとめたも

のである。業務の実施にあたり当財団内に学識経験者・NGOからなる「アジア・アフリカ地

域における砂漠化・土地荒廃防止に関する調査検討委員会」を設置し、検討を行った。 

 

 最後に、本報告書の作成にあたり、ご協力いただいた関係各位に対して御礼申し上げます。 

 

1999 年 3 月 

 

（財）地球・人間環境フォーラム 

理 事 長  清 水  汪 
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